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102.頭部内頚部動脈 内膜 剥離 術 (CEA)に

おける localncurologicalcomplication
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末松 克美 (経鮎 嘉幣 )
頚部内頚動脈 内膜剥離術 (CEA)の合併症として,

1)perioperativestroke,2)localneurologicalcom-

plicatio.n,3)medicalcompricationがよく知られて

いる･しかるに 2)については高率な出現頻度をみるに

もかかわらず,一般に症状自体が軽微であり,しかも一

過性である事が多いことから,文献上の報告も少ない･

しかしながら,一旦両側性障害が出現した場合には,そ

の病態は極めて重篤である.演者らは過去3年間に43

例･50回の CEA (両側7例)を施行したが, 1例に前

述の重篤な合併症 (upperairwayobstruction)を経験

した･これらの経験より,CEA における･pit-fallとし

て localneurologicalcomplicationが存在する事を強

調すると同時に,そわ予防の為,頭部の局所解剖の熟

知,及び .skillfullbp'erationの重要性,さらに staged

bilateralCEA を行う場合には,2ndoperation前に

otolaryngologicalexaminationが必要である･

103.局所脳循環 よ りみた浅側頭動脈

- 中大脳動脈吻合術の有効性について一

会賢 憲蓋 .:慧警 董警 (霜 露穿奈学)

SPECT による局所脳循環 (γCBF)よりみた浅側頭

動脈-中大脳動脈 吻合術の有効性について,術前の脳

血管写所見と術前後の i･CBF の変化に加え,術後バイ

パス血流遮断時の血流変化について検討した. 1.吻合

領域の術後血流変化:中大脳動脈閉塞 (MC/0)では5

例申3例･(平均12.Oa/a),内額動脈閉塞 (IC/0)は7例

中4例 (12.0%),中大脳動脈狭窄 (MC/S)は3例中2

例 (13.3%)と有意増加を認めた.しかし内頚動脈狭窄

(ⅠC/S)では11例車1例 (平均2.0%)のみ増加した･

2.バイパス血流遮断:MC/0 及び IC/0 では各々4

例中3外 MC/Sでは2例中1_例で, 吻合領噂の血流

が低下し,バイパス血流の有効性が確認されキ･ しか

し ⅠC/Sでは4例中1例のみの変化であった.術後の

γCBF の変化を,バイパス血流遮断時の γCBF の変化

を比較すると,術後 γCBFが変化がなかった2例で,

53

バイパス血流遮断により血流が低下し,このことはバイ

パス血管-脳血流が依存していることを示すと思われ

た.

104.EC-IC Bypass129例の検討
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(経晶 研貿劉

再発作の予防及び症状の軽減を目的とした脳血管閉塞

性疾患に対する EC-ICBypass術は,脳梗塞慢性期治

療の主軸を占めている･しそ､し,虚血進行の阻止すなわ

ち虚血完成前治療としての急性期 EC-ICBypass術の

評価は,定かではない.本検討では,過去3年間におけ

る急性期及び慢性期手術の外科治療成績を比較検討し

た!

〔結 果〕

① 対象病変が MCA 領域の 占める比率:急性期,

34/38(89.5%),慢性期41/98(41.8%).

② perioperativestropeを CT上の術後変化として

とらえると急性期10例 (26.3%),慢性期5例 (5.1%).

しかし,急性期例の低吸収域出現は,虚血領域の縮少と

考える ことが出き重篤な出血性梗塞は1例のみで あっ

た.

③ morbidityは,急性期,慢性期それぞれ10.5%,

3.1%であった.

④ mortalityは,急性期,慢性期それぞれ5.3%,

5.1%であった.

〔結 論〕

急性期手術は,適応により安全に施行しうると患われ

る.

105.前大脳動脈閉塞症の臨床像

蓋窺 驚 '･'#票 霊宝(鮎 賂 潜 函研)鈴木 二郎

小川 彰 (屋由 無 堅)

過去6年間に経験､した前大脳動脈閉塞症10例の臨床像

について検討した.年齢は49才から78才までで平均60.5

才.;男性8例'.女性2･Pu;塞栓症5例,血栓症4例,不

例,死亡1例であった･社会復帰例は10例中8例で全体

の予後は良く,死亡 1例は例外的な予後不良例で あっ


